
1 
 

論文  (No.04) 

 

英日同時通訳者発話におけるフィラーの出現と聴きやすさとの関係 
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istener impressions received from simultaneous interpreter's utterances differ 

from those received from normal/ordinary speech. In this paper, we revealed 

the relationship between the fillers appeared in simultaneous interpreter's 

utterances and listener impressions on the interpretation by conducting experiments on 

subjects. Results of experiment analysis indicated that according to our observation on 

fillers appeared in three positions such as the head, the middle and the end of a unit of 

interpreter’s utterances, the more frequently fillers appeared in the middle of the said 

utterances, the more unfavorable listeners’ evaluation of its interpretation became. In 

comparing simultaneous interpreter's utterances with ordinary speech for the purpose of 

defining the characteristics of fillers of simultaneous interpretation, it also became 

clear that fillers appeared more frequently in simultaneous interpreter’s utterances than 

they appeared in ordinary speech. All those results suggest that fillers appeared in the 

middle of interpreter’s utterances must have provided one of the reasons why listener 

impressions received from simultaneous interpreter's utterances differ from those 

received from ordinary speech. 

 
1. はじめに 

近年、通信技術の発達、グローバル経済の拡大などにより、日本企業の海外進

出や世界レベルでの技術交流の機会が増加し、異言語間コミュニケーションの重

要性が高まっている。しかし、言葉の問題は依然として残されており、このよう

な場面では多くの通訳者が活躍し、コミュニケーションの円滑化に貢献している。

特に、同時通訳は、原発話を文末まで待つことなく同時的に訳出する通訳スタイルであり、

ほぼリアルタイムで異言語間コミュニケーションを実現している（大原他 2003）。しかし、同

時 通 訳 者 の 発 話 は 、 通 常 の 発 話 を 聴 い た と き と 異 な る 印 象 を 受 け る こ  
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とが少なくない。これは、同時通訳者 発話が、原 発話に大きく依存した発話であり、通常

の発話ではあまり出現しない語順（Tohyama et al. 2006）や、話速の変動、ポーズの出現

現象、訳出の際の間を埋めるような、「えー」「あー」といったフィラー（filler）が存在するた

めであると考えられる。しかし、通訳 者は、原発 話の翻訳結 果を聴衆に伝達するという話

者としての役割を担っており、同 時通訳者発 話が聴きやすいことは、異言語間コミュニケ

ーションにおいて重要である。 

著者らはすでに、同時通訳におけるポーズと聴者の聴きやすさとの関係を被験者実験

により検証している（遠山他 2005）。聴きやすい同時通訳の条件としては、ポーズ時間長

にばらつきがないこと，また，原発話者の話速が比較的遅い講演の通訳では、3.0 秒以上

のポーズが出現しないことなどを明らかにした。  ポーズと同様に、それ自体には言語的な

情報を含まないものとして、フィラーがあげられる。同時通訳者発話を聴いたときの印象と

して、フィラーの出現も、違和感を覚える原因の１つになりうると考えられる。 

そこで、本論文では、同時通訳者発話におけるフィラーに着目し、フィラーと聴者の聴き

やすさとの関係を、実際の通訳音声を用いた被験者実験の結果から明らかにする。特に、

フィラーの出現回数、および、フィラーの出現位置に着目して分析を行う。また、通常の発

話と比較し、聴きやすさに影響を与えていると考えられる同時通訳特有のフィラーの特定

を試みる。実験には、名古屋大学同時通訳データベース（松原他 2001）に収録されてい

る、英日独話通訳音声データ（ネイティヴスピーカによる英語講演を日本語に同時通訳し

ているデータ）、および、日本語話者による日本語講演データを用いる。 

本論文の構成は以下の通りである。まず、次の 2 章で、同時通訳者発話におけるフィラ

ーについて述べ、3 章で、被験者実験、および、分析方法について概説する。続く 4 章で

は、聴者の聴きやすさに影響を与えるフィラーについて検証する。5 章では、通常の日本

語発話と英日同時通訳者発話を比較し、同時通訳特有のフィラーの出現現象を明らか

にする。6 章では、本論文のまとめと今後の課題について述べる。 

 

2.  同時通訳者発話におけるフィラー 
書き言 葉や、ナレーションなどの朗 読 音声とは異なり、自 発 的な発 話 には、「えー」「あ

ー」などのフィラーが含まれる。日本語のフィラーに関しては、話者が談話を構成していく

上で、調子を整える、間をつなぐ、時間を稼ぐという役割などがあるとされ、また、話しの修

正箇所や、助詞の省略部分、話しが展開する箇所に出現しやすいことがわかっている（山

根 2002）。さらに、後続節の単語数の多さや、複雑さを、聴者に無意識的に予測させてい

る点なども指摘されており（渡辺他 2004a）、また、話者のフィラーは聴者の印象評定と因

果関係があることも検証されている（籠宮他 2001）。通訳研究の分野においてフィラーを

分析したものには、同時通訳付き講演における講演者側への提言として、フィラーなどの

冗 長 語 を 少 な く す る こ と が 通 訳 を 円 滑 に す る と い う こ と を 指 摘 し た 例 が あ る （ Messina 

1998）。一方、同時通訳者発話におけるフィラーの特徴や、聴者の聴きやすさへの影響を、
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実データを基に定量的に調査したものは未だない。 

そこで、本研究では、同時通訳におけるフィラーと聴者の聴きやすさとの関係を被験者

実験によって検証する。さらに、この分析結果を踏まえ、通常の日本語発話におけるフィラ

ーと同時通訳におけるフィラーの特徴の違いを明らかにする。 

 

3.  被験者実験  
同 時 通 訳 の聴 きやすさに関 する被 験 者 実 験 を実 施 した。実 験 では、名 古 屋 大 学

同時通訳データベースに収録されている英日独話音声データのうち、講演者話速が比較

的ゆっくり（9.1mora/s）である  12 事 例 と、講演者話速が比較的速い（11.2mora/s） 9 事

例の計 21 事例を用いた 1)（遠山他 2005）。講演時間は 1 講演 10 分～15 分であるが、21

通訳事例の聴きやすさを評価する被験者の負担を考慮し、講演開始後 5 分～6 分の 60

秒間の音声を切り出し、それを 1 つの通訳事例とした。いずれも、政 治 、経 済 、文 化 など

をテーマとする英 語 講 演 音 声 と、その英 日 同 時 通 訳 音 声 である。 各 通 訳 事 例 に は

No.1～No.21 の通 訳 事 例 ID を付 与 している。被 験 者 は、日 本 語 を母 国 語 とする 31

名 であり、計 21 の通 訳 事 例 に対 し 5 段 階 評 価 （聴 きにくい－やや聴 きにくい－どちら

でもない－やや聴 きやすい－聴 きやすい）を行 った。実 験 は、前 半 に比 較 的 遅 い 12 事

例 （以 降 、講 演 スタイル A）の評 価 を、10 分 の休 憩 をはさみ、後 半 に比 較 的 速 い 9 事 例

（以 降 、講 演 スタイル B）の評 価 を行 った。この 5 段階評価において、最高評価の｢聴きや

すい｣を 5 点、最低評価の｢聴きにくい｣を 1 点として、講演スタイルごとに被験者評価を得

点化し、各通訳事例の聴きやすさの評価順位を確定した。また、実験結果の分析にあた

っては、これらの通訳音声の書き起こしデータ（テキストデータ）を用いた。本データの書き

起こしは、CSJ の日本語話し言葉コーパスの基準（小磯他  2000）に準拠しており、フィラ

ーに関しても、CSJ の定義（国立国語研究所 2006）を用いた。分析対象データに現れた

フィラーは「え」「えー」「あ」「あー」「あの」「あのー」「ん」「んー」「う」「うー」「ま」「まあ」の 12

種類である。また、音声データにおいて 200msec 以上の無音区間で挟まれた発話区間を

発話単位としている。この 200msec という時間は従来の音声コーパスの構築において、発

話単位を決める際の目安の１つとなっており、日本語の話し言葉に関する多くの研究にお

いて、この単位が用いられている（前川 2003，竹沢 2000）。 

 

4.  同時通訳者発話のフィラーが聴者の聴きやすさに与える影響  
 
4.1  フィラーの出現回数と聴きやすさの関係  

講演スタイル A、B ごとに通訳者発話のフィラーの出現回数と聴者の聴きやすさの関係

を表したグラフを図 1-ⅰおよび 図 1-ⅱに示す。グラフの横軸は、通訳事例 No.（評価の

高い順）、縦軸は、フィラーの出現回数を示している。１事例（60 秒間）におけるフィラーの

平均出現回数は、講演スタイル A が約 8.1 回、原発話の話速がやや速い講演スタイル B
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が約 14.1 回であった。被験者の聴きやすさの評価（得点）とフィラーの出現回数との順位相

関２)  をもとめたところ、講演スタイル A は -0.05、講演スタイル B については -0.28 であり、

いずれも相関関係は認められなかった。したがって、フィラーの単純な出現回数では、同

時通訳者発話におけるフィラーと聴者の聴きやすさとの関係性は特定されないことがわか

った。 
 

0

5

10

15

20

25

30

35

No.3 No.6

No.1
0

No.4

No.1
2

No.7 No.9 No.1 No.8 No.2 No.5

No.1
1

通訳事例No.(評価の高い順)

フ
ィ

ラ
ー

出
現

回
数

 
 

     図 1-ⅰ  フィラーの出現回数と聴きやすさの関係  
    （講演者話速がやや遅い―講演スタイルＡ） 
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     図 1-ⅱ  フィラーの出現回数と聴きやすさの関係  
     （講演者話速がやや速い―講演スタイルＢ） 

 
4.2 フィラーの出現位置別の出現頻度と聴きやすさとの関係  

日本語発話におけるフィラーを対象とした従来研究によって、フィラーは、文の節境界

など、ある意味のまとまりの先頭に出 現しやすいことがわかっており（山根  2002, 渡辺他

2004b）、また、言い淀み時などの場繋ぎ的な側面もあるとされる（国立国語研究所  2006）。

したがって、同時通者発話を聴いたときの印象が、通常の発話を聴いたときとは異なる要

因の１つに、フィラーが出現する位置が影響している可能性があると考えられる。そこで本

節では、フィラーの出現位置に着目し、発話単位における出現位置別の出現頻度と聴き

やすさとの関係について分析した。 



5 
 

本分析では、フィラーの出現位置を、発話単位における、発話頭、発話中、発話末の 3

つに分類した。すなわち、各フィラーの特徴は、 

 発話頭のフィラー： 直前に 200msec 以上のポーズを伴う 

 発話中のフィラー： 前後に 200msec 以上のポーズを伴わない 

 発話末のフィラー： 直後に 200msec 以上ポーズを伴う 

となる。出現位置別のフィラーの実際の例を図 2 に示す。図 2 は名古屋大学同時通訳デ

ータベースの対訳対応データのサンプルであり、左側が原発話者（講演者）の発話、右側

が英日通訳者の発話を示している。各発話単位には発話 ID が付与されており、さらに、

発話の開始時間、および、終了時間が付与されている。 

 

原発話 通訳者発話対訳対応

発話ID対訳対応ID

発話開始時間 - 発話終了時間

発話中のフィラー

発話頭のフィラー

発話末のフィラー

原発話 通訳者発話対訳対応

発話ID対訳対応ID
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発話中のフィラー

発話頭のフィラー

発話末のフィラー

 

 
図 2  通訳者発話におけるフィラー出現位置の分類  

 
 

フィラーの出現位置別の平均出現回数を表１に示す。講演スタイル A と B に共通して、

発話頭の出現頻度が最も高く、続いて発話中、発話末という順になった。図 3-ⅰおよび

図 3-ⅱに聴きやすさとフィラーの出現位置との関係を示す。グラフの横軸は、通訳事例

No.（評価の高い順）、縦軸は、出現位置別のフィラー出現回数を示す。また、各出現位

置におけるフィラーの出現回数と聴者の聴きやすさの評価順位との間の関係性を調べる

ため、順位相関を算出した。結果を表 2 に示す。講演スタイル A、B に共通して、発話頭と

発話末のフィラー出現頻度が聴者の聴きやすさに与える影響は認められないが、発話中

に出現するフィラーに関しては、講演スタイル A において相関係数  -0.49、スタイル B にお
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いて-0.50 であり、相関関係が認められた。すなわち、発話中のフィラーの出現頻度が高く

なるに従って、聴者の聴きやすさの評価が低くなることが明らかになった。 

これらの分析から、一般に、同時通訳を聴いたときに、通常の発話と異なった印象を受

ける要因の１つとして、発話中のフィラーが影響している可能性が高いことが示唆される。 

 

表 1  通訳者発話（60 秒間）の出現位置別のフィラー平均出現回数  

講演スタイル 発話頭  発話中  発話末  

A: 話速 -やや遅い  6.46  3.31  1.15  

B: 話速 -やや速い  9.20  5.00  2.00  

 
表 2 出現位置別のフィラー出現回数と聴きやすさの評価順位との相関係数  

 講演スタイル  発話頭 発話中 発話末  

A: 話速 -やや遅い  0.14 -0.49 0.24 

B: 話速 -やや速い  -0.12 -0.50 0.22 
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図 3-ⅰ  出現位置別のフィラー出現回数と聴きやすさの関係  
（講演者話速がやや遅い―講演スタイルＡ） 
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図 3-ⅱ  出現位置別のフィラー出現回数と聴きやすさの関係  

（講演者話速がやや速い―講演スタイルＢ） 
 

 

5. 通訳者発話に特有なフィラー  

  同 時 通訳 者 発 話における発話 中 のフィラーが、同 時 通 訳 を聴いた際 に、通 常の日 本

語発話と異なる印象を受ける要因の１つであることを検証するためには、通常の日本語発

話のフィラーと、同時通訳者の発話におけるフィラーとを比較する必要がある。そこで、本

章では、名古屋大学同時通訳データベースに収録されている日本人による講演（独話）

データ（日本語自由発話データ）を用い、日本語発話におけるフィラーの出現と同時通訳

者発話のフィラーの出現とを比較することで、同時通訳におけるフィラーの特徴を明らかに

する。 

まず、通常の日本語発話と、通訳者発話のフィラーにおけるフィラーの出現位置とその

頻度を調査した。ここでは、通訳データにおけるフィラーの出現の仕方との違いをなるべく

正確に比較するため、データベースに収録されている自由発話による日本語講演データ

30 事 例 をランダムに選 び、講演開始 5 分後から 6 分後の 60 秒間におけるフィラーの各

位置別の出現を比較した。講演内容は、政治・経済・文化・学術など、一般的なテーマである。 

日本語話者発話データの 60 秒間の平均フィラー出現回数は約 10.6 回であった。また、

表 3 は、日本語発話の 60 秒間の各位置別のフィラー出現回数の平均である。通訳者発

話と同様に発話頭の出現頻度が最も高いが、発話中の出現頻度が 1.47 回と、通訳者発

話と比較すると低いことが分かる。また、発話末の出現頻度は、通訳者発話よりもさらに低

いことが分かった。 

 

表 3  日本語発話（60 秒間）の出現位置別のフィラー平均出現回数  

発話頭  発話中  発話末  

7.33  1.47  0.35  

 日本語発話、および、通訳者発話のそれぞれ全事例において出現したフィラーの合計

に対 し、発 話 頭 、発 話 中 、発 話 末 の出 現 頻 度 の割 合 を調 べた。結 果 を図 4-ⅰから図

4-ⅲに示す。日本語発話では、発話頭が約 80％を占め、発話中、発話末の占める割合

は低い。したがって、出現するフィラーの多くが発話頭に集中していることが分かる。一方、

同時通訳者発話は、講演スタイル A、B ともに、発話中のフィラーの出現割合が約 30％を

占めており、通常の発話に比べてその割合が高いことが明らかになった。これらの結果か

ら、同時通訳を聴いた際に、通常の発話とは異なった印象を受ける要因の１つに、この発

話中のフィラーが影響していることが示唆される。  
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6. まとめ  

 本論文では、同時通訳者発話におけるフィラーと聴者の聴きやすさとの関係を被験者

実験によって明らかにした。分析には、名古屋大学同時通訳データベースに収録されて 

いる音声データ、および、フィラータグが付与されているテキストデータを用いた。実験結果

の分析により、発話単位における、発話頭、発話中、発話末に出現するフィラーのうち、発

話中のフィラー（前後に 200msec 以上のポーズを伴わないフィラー）の出現頻度が高くなる

と、聴者の聴きやすさの評価が悪くなることが明らかになった。また、同時通訳者発話にお

けるフィラーの特徴を明らかにするために、通常の日本語発話のフィラーの出現と比較し

た結果、通訳者発話の方が、発話中におけるフィラーの出現割合が高いことが明らかにな

った。これらの結 果から、同 時 通 訳 を聴いた場 合に、通 常 の日 本 語発 話と異なる印 象を

受ける要因の１つとして、発話中のフィラーが原因となっている可能性が高いことが示唆さ

れた。 

同時通訳者発話において、発話中のフィラーの頻度が高いという特徴は、同時通訳プ

ロセスを解明していく上で重要な手がかりとなる可能性が高い。現在、同時通訳者発話の

フィラーの種類とその機能を調査し、通訳者発話のフィラー出現位置と通訳単位との関係

に関する分析を開始している。また、本分析結果は、同時通訳における聴きやすさとポー

図 4-ⅲ  全フィラーに対する位置別出現割合  

（英日通訳者発話 _講演スタイル B：やや速い） 

発話末
4.4%発話途中

16.4%

発話頭
79.2%

発話末
5.0%

発話頭
67.9%

発話中
27.4%

発話末
6.0%

発話頭
64%

発話中
30%

図 4-ⅰ  全フィラーに対する位置別出現割合

（通常の日本語発話） 

図 4-ⅱ  全フィラーに対する位置別出現割合  

（英日通訳者発話 _講演スタイル A：やや遅い） 
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ズの関係（遠山他 2005）とも、深く関係していると認識している。今後は、フィラーとポー

ズといった二要素の連動に着目した分析を進めたい。 

さらに、講演者発話のフィラー出現と通訳者発話のフィラー出現との時間的関係性、お

よび、講演者の話速の変動と通訳者のフィラーの分布との関係など、講演者の発話現象

と通訳者の発話現象との関係を調査する必要があると考えている。 

これらの知見は、通訳教育、および、実際の通訳場面などにおいて、実データに基づく

参考指標として利用されることが期待される。 
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【註】 

1)  名 古 屋 大 学 同 時 通 訳 データベースは、データベースの汎 用 性 を高 めるため、一 般 に

よくある 2 種 類 の講 演 スタイル（ここでは、講 演 スタイル A,B）を採 用 し、収 録 を行 ってい

る。講 演 スタイル A は、講 演 者 が、原 稿 を参 照 せずに、自 由 に講 演 を行 うスタイルであ

り、講 演 スタイル B は、講 演 内 容 に関 する原 稿 を、講 演 者 が手 元 に用 意 し、ある程 度

参 照 しながら講 演 を行 うスタイルである。講 演 スタイル A は、平 均 話 速 9.1mora/s で、

ややゆっくりであり、講 演 スタイル B は、平 均 話 速 11.2mora/s で、やや速 いという特 徴

を持 つ。 

2) 順 位 相 関 ： 本分析ではスピアマンの順位相関係数（順位に変換した変数値によるピア
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ソンの積率相関係数）を用いている。相関係数の絶対値が示す相関の強さの目安を以下

に示す。 

0.2 未 満        ：「ほとんど無 相 関 」   

0.2～0.4 未 満  ：「弱 い相 関 がある」 

0.4～0.7 未 満  ：「中 程 度 の相 関 がある」   

0.7 以 上  ：「強 い相 関 がある」 

本 分 析 では、フィラーの出 現 回 数 と、被 験 者 実 験 によって評 価 された各 通 訳 事 例 の

得 点 の順 位 相 関 を求 めている。したがって、フィラーの出 現 回 数 が少 ないほど、また、

通 訳 事 例 の得 点 が高 いほど、負 の相 関 になる。 
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